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論文内容の要旨
1.論文の構成
第 1 章序論
本研究の背景と目的、研究対象、及び研究の意義などを紹介する。
第 2 章研究方法
本研究の言語データの収集、学習者に対する日本語恩恵表現の理解の難易度の調査の方法を紹介
する。
第 3 章理論的背景
本研究の論述の支えとなる認知言語学の理論概念を紹介する。まず、認知言語学の基本的な言語
観を生成文法と比較して紹介する。それから、捉え方に関する概念及びそのパターンを紹介した上
で、本研究で定義した新たな捉え方のパターンを提起する。
第 4 章先行研究
日本語思恵表現とそれに対応する中国語表現、及び両者の対照研究に関する先行研究をまとめる。
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第 5 章予備考察
第 6 章からの対照考察に入る前の準備として行った中国語「拾」表現に関する考察、及び日本語
思恵表現の分類基準を合理化するために日本語学習者に対して行った日本語，恩恵表現の難易度判断
テストの調査結果をまとめる。
第 6 章 日本語「てもらう j 表現と中国語対応表現
第 7 章 日本語「てくれるj 表現と中国語対応表現
第 8 章 日本語「てやる」表現と中国語対応表現
三章にわたり、日本語思恵表現の分類に沿い、分類ごとに両言語の話者の捉え方の差異を考察す
る。考察の手順として、まず、先行研究を踏まえ、本研究の観点をも考慮に入れ、新たな角度から
日本語恩恵、表現を分類し、次に、日本語，恩恵表現に対応する中国語表現の形式を明らかにする。更
に、日本語恩恵表現が表す日本語話者の捉え方と、対応する中国語表現が表す中国語話者の捉え方
を明らかにした上で、その差異を解明する。
第 9 章結論
本研究において明らかにしたことをまとめ、今後の課題を展望し、本研究を締めくくる。
2. 研究の背景と目的
認知言語学の観点では、人間の言葉は事象を単にそのまま反映させるのではなく、話者によって
持ち込まれた何らかの認識や心情をも表出するのである。また、言葉の意味は、言語主体の認知の
プロセスと密接に関わっており、言語表現の違いが言語主体の事象に対する捉え方の違いを反映し
ていると言える。つまり、言語表現が違えば捉え方も違うということである。この観点からすれば、
日本語話者と中国語話者が同ーの事象に接触したとしても、その捉え方は必ずしも一致するわけで
はなく、その捉え方の差異は両言語話者が使用する言語表現の差異から探ることができると考えら
れる。
中国語を母語とする日本語学習者にとって、日本語思恵表現は習得が困難なもののーっとされて
きた。上に述べたような認知言語学の観点を援用すれば、捉え方が言語表現を左右するため、日中
両言語話者が同ーの事象に対して異なる捉え方をすることが、中国語を母語とする日本語学習者が
日本語恩恵表現を習得する際に困難を起こす重要な原因となっているのではないかと考えられる。
また、日本語恩恵表現に関しては、統語的・意味的な角度からの研究は盛んに行われているが、
話者の捉え方の角度からの研究は、近年津田 (2005) などが「てくれる」表現に注目しているもの
の、「てもらう」表現と「てやる」表現については、そのような研究はまだ見当たらな L 、。更に、
それに関連する日中対照研究に至っては、全くなされていないと言っても過言ではないだろう。
そこで本研究は、日本語恩恵表現が表す日本語話者の捉え方と、対応する中国語表現が表す中国
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語話者の捉え方を明らかにした上で、両者の差異を解明することを目的として研究を進めていきた
し、。
3. 研究の意義
本研究では、日本語恩恵、表現とそれに対応する中国語表現を対象に、両言語話者の捉え方の差異
を明らかにする。では、この認知言語学的なアフ。ローチからの捉え方の考察はどのような意義を持
つのだろうか。
「捉え方とは、コミュニティの構成員が一つの物や出来事に対して主観と経験を共有し、共通す
る言葉の習慣に従いその物や出来事を目指せるようになることと理解できる。その意味で言語共同
体は、同じ捉え方を同じ言葉で指すコミュニティということになり、そのときの言葉を母語と呼ぶ。
従って、母語の違いは捉え方の違いを映し出す鏡ということになる J (吉村 2009) と言っている
ように、言語聞の違いの本質はそれぞれの言語使用者の事象に対する捉え方の違いにあると言える
だろう。
従って、文法規則だけ分かつても、対象言語の母語話者の捉え方が分からなければ、我々は次の
2 例の (b) のように、「母語式の外国語J一「日本語式の英語J、「中国語式の日本語」ーを生み出す
(下記の 2 例は池上 2009による)。
(1)知らないところに行って、
a (英語母語話者) Where am 1 ? 
b ? ? (日本語母語の学習者) Where is here ? 
(日本語母語)ここはどこ?
(2) 先生に何か飲み物を勧めて、
a (日本語母語話者)先生、何がいいですか。
b ? ? (中国語母語の学習者)先生、何が飲みたいですか。
(中国語母語)老姉悠想喝点什乙? (What do you want to drink ? ) 
(b) のような発言は、文法的には間違っていないが、語用論的な意味では不適格であろう。そ
の「不適格」さは、各例の下に書いである各学習者の母語の表現を見ても分かるように、母語の言
語表現が反映する話者の事象に対する捉え方と対象言語の話者の捉え方の違いが違和感を引き起こ
すことが根本的な原因ではないかと思われる。
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4. 研究方法
4.1.対照言語データの収集
話者の事象に対する捉え方は、その話者が使用する言語表現から探ることができる。認知言語学
の基本的な観点は、話者の事象に対する捉え方が違えば発話の言語形式も異なり、逆に言えば、発
話の言語形式が違えば話者の事象に対する捉え方も異なるということである。従って、話者の捉え
方を明らかにする前に、話者の使用する言語表現の形式が何かを解明しなければならな L、。それが
本研究の言語データになる。
尚、本研究で使用するデータは、日本語原文の小説などとそれらの中国語訳本からなっている日
中対訳コーパス(北京日本研究センター 2003) から収集したものである。詳細は下記の通りであ
る。
日本語原文のタイトル・リスト.
『あした来る人j r坊ちゃんj r越前竹人形j r布団j r雁の寺j r破戒j rタテ社会の人間関係j r金
閣寺j r こころ j r高野聖j r黒い雨j r野火j rノノレウェイの森j r羅生門j r青春の嵯朕j r飼育j r死
者の者り j r砂の女j r斜陽j r痴人の愛j r友情j r雪国j r 日本戦後名詩百家集j r百言百話j rひと
りっこの上手な育て方j r激動の百年史j r 日本経済の飛躍的な発展j r五体不満足j r心の危機管理
術j rサラダ記念日 j r近代作家入門j r 日本国憲法j r 日本列島改造論j r鼻j r適応の条件J
中国語訳文のタイトル・リスト:
〈来日情人þ <少者þ <越前竹人偶þ <被子þ <大雁寺þ <破戒þ <凱式社会的入院美系þ <金問寺þ <心〉
〈高野至þ <黒雨þ <野火þ <榔威森林þ <夢生 flþ<青春嵯陀þ <伺弄þ <死者的款待þ <沙女þ <斜阿þ <痴
人的愛þ <友情þ <雪国þ <日本故后名i寺百家集þ <百言百活þ <独生子的教育法þ <激功的百年史þ <日
本径、済的ーも妖友展þ <四肢不満足þ <心理危机防御木þ <沙柱記念日 þ <近代作家入flþ< 日本完法þ <日
本列島改造i企þ <鼻子þ <活庄的条件〉
日本語の恩恵表現の用例は、それぞれ「てもら/でもら J Iてくれ/でくれJ Iてや/でや」といっ
たキーワードで検索したものである。中国語表現の用例は、各日本語表現の対応表現を使用する。
収集した全用例の詳細は下記のようになる。
「てもらう」表現及び中国語対応表現一一一一一356例
「てくれる」表現及び中国語対応表現一一一一一925例
「てやる」 表現及び中国語対応表現一一一一-474例
4.2. 中国語「拾j 表現データの収集
日本語「てくれる」表現と「てやる」表現を考察する際に、それに対応する中国語表現には「拾」
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表現が頻繁に出現した。「拾」表現が表すものについての中国語話者の捉え方がすべて同じである
わけではない。そこで、「拾J の後続項の特徴を明らかにすることにより、「姶」表現が表すものの
中国語話者の捉え方の差異を解明することにした。そのため、まず「拾」表現のデータを収集した。
本研究で「拾」表現を収集するために使用したデータは中国語ドラマ『奇斗.1 (4 回 3 時間程
度)の台詞を書き起こしたものから抽出したものである。総例数は161例である。『奇斗』というド
ラマを選択した理由は、このドラマでは中国語の標準語とされている北京語が主に使用されてお
り、出演者が皆標準語を話しているためである。また、ドラマの内容が、大学生の卒業後の就職活
動や結婚などについてのものであり、日常生活に近いと思われるためである。
4.3. 日本語恩恵表現の理解難易度の調査
本研究では、日本語思恵表現の分類を行う際に、学習者の立場に立ち、学習者にとっての理解の
難易度の差異を念頭に置いて分類をした。そのため、学習者に対して日本語恩恵表現の各用法に対
する理解の難易度の調査を行った。
本調査は、 2010年 6 月から 7 月の聞に、日本語学習歴 3 年の学習者100人を対象に実施したもの
である。本調査は、学習者の日本語，恩恵表現の各分類の用法に対する理解の難易度を明らかにする
ことを目的としている。また、後述で日本語恩恵表現の分類を行う際に、本調査で得た学習者の習
得難易度の結果を分類の基準とする。調査結果は「カイ 2 乗検定」という統計方法を利用して分析
した。統計にかける際に、 10 J などの数字が無効であるため、そのような答案を外すことにした。
また、欠損値のある(空欄の)答案も除外した。
5. 理論的背景
5.1.捉え方とそのパターン
認知言語学では、言語の意味は、人間と切り離されて客観的に存在するものではないと考える。
あらゆる言語表現の背後に、その言語表現が表す事象を解釈する概念化者、即ち話者が存在する。
話者である言語主体が外部世界を捉える際に、「どのような視点から、どの部分に焦点を当て、ど
のレベルで捉えるかJ などは、話者の主観的な認知的な営みによって様々である。 Langacker (1985) 
は、このような話者の認知能力のことを「捉え (construal) J と称している。話者である言語主体
がある事象を言語化する際に、たとえ言語化しようとする事象が同一であっても、話者がそれを自
分との関連でどう捉えるかによって、言語形式も違ってくる。例えば(下記の例 3 から例 7 までは
池上 2009により、例 8 は Langacker 1985による)、
①どこに視座を据えて捉えるのか、
( 3 a) ここから上り坂
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( 3 b) ここから下り坂
②どの部分を前景化し、どの部分を背景化するのか、
(4 a) 親が子を抱く
(4 b) 子は親に抱かれる
③どの程度の抽象度で捉えるのか、
(5 a) 犬がし、る
( 5 b) 柴犬がいる
④コトをコトとして捉えるのか、モノ化して捉えるのか、
(6 a) 太郎が死ぬ
(6 b) 太郎の死
⑤直接的に言及するのか、間接的に言及するのか、
( 7 a) ここにいるのが花子
( 7 b) 私の隣に L 、るのが花子
⑥自分を事象の中に置いて捉えるか、事象の外に置いて捉えるか、
( 8 a)Mary is sitting across the table from me. 
( 8 b)Mary is sitting across the table. 
等々、同ーの事象に対しでも、認知的に違った捉え方が可能であり、言語の表現形式も異なる。
5.2. 新たな捉え方のパターンの提案
上記のいずれの捉え方のパターンを用いても本研究の研究対象を分析することができないため、
「話者が主観的感情を事象に持ち込むかどうか」によった新たな捉え方のパターンを提案し、下記
のように定義する。
「感情付きの捉え方J :話者が自身の主観的感情を事象に持ち込む捉え方。
「感情抜きの捉え方J :話者が自身の主観的感情を事象に持ち込まない捉え方。
以下では、上に定義している捉え方のパターンを用いて、「受身表現」と「使役表現J の日中語
の対照考察をしてみる。
<受身表現>
( 9 a) (日本語原文)隣でタバコを吸われた。
(9 b) (対訳中国語)穿迎有人抽畑 • i艮;頃。
(日本語直訳)隣でタバコを吸う人がいて、いやだ。
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他人が「タバコを吸う」のは一見話者とのかかわりが薄い行為であるため、「ある人が隣でタバ
コを吸っていて」のような表現で済むにもかかわらず(勿論、このように表現する人もいるだろう
が)、受身表現を使用する人も多 L、。このことから、日本語話者がその行為に迷惑を感じれば、受
身表現の使用が可能であり、受身表現を使ったら、相手の行為に対する迷惑の気持ちゃ被害者意識
という主観的感情を事象に持ち込んでいると言える。
中国語の場合は、いくら迷惑を感じていても、言語表現としては、単に「隣の人がタバコを吸っ
ている」のような意味合いで、日本語のような「迷惑」という主観的感情はその表現自体からは読
み取れない。
<使役表現>
(lOa) (日本語原文)戦争で、息子を死なせた。
(10b) (対訳中国語)在故争中失去了JL子。
(日本語直訳)戦争で、息子を失ってしまった。
「戦争で息子が死ぬ」という話者がヲ|き起こした事象でもないため、日本語の場合は、「戦争で息
子が死んだ」のような表現で済むにもかかわらず(勿論、このように表現する人もいるが)、使役
表現を使用する人も多い。このことから、日本語話者は「息子が死ぬJ という事象に対し、「息子
を止めて、戦争に行かせなければよかった」というように、まるで自分の責任で息子を「死なせた」
かのように使役表現で表現し、自分の息子に対する俄悔や申し訳ないという主観的感情を事象に持
ち込んでいると言える。
中国語の場合は、いくら悲しんでいたとしても、単に「息子を失った」のような言語表現をし、
日本語のような l'隣悔」や「申し訳ない」という主観的感情はその表現自体から読み取れない。
6. 研究結果のまとめ
以下では、本研究で行った考察の結果をまとめる。
①第 5 章予備考察
まず、中国語「拾」表現に関する考察結果をまとめる。二項動詞である本動詞の必須項としての
「拾J は、中国語の動作の向かう相手を表す「眼/向/対」などの前置詞に相当する。日本語の「に
/に対して/に向かつて」のように、単に動作の相手を表す意味機能であり、その後続項は動作の
「対象J を表す。例えば下記の例 (lla、 llb) である。それに対し、本動詞が一項動詞で、本動詞
の必須項ではないにもかかわらず使われる「拾j は、中国語の[恩恵」の伝達を表す「方/替」な
どの前置詞に相当する。日本語の「ために/代わりに」のような働きを果たし、動作に含まれる恩
恵、を表す意味機能であり、その後続項は動作の「受益者」を表すことになる。例えば下記の例 (12a、
12b) である。
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(lla) 我拾体打屯活。(対象表示)
(日本語直訳)私はあなたに電話をかける。
(llb) 我拾休賠礼道歌。(対象表示)
(日本語直訳)私はあなたに謝る。
(l2a) 他拾我技工作。(受益者表示)
(日本語直訳)彼は私のために仕事を探す。
(12b) 他拾我代了一堂課。(受益者表示)
(日本語直訳)彼は私の代わりに授業をした。
次に、「カイ 2 乗」という統計方法を用いて、難易度判断テストに関して分析した結果をまとめ
る。「てもらう J 表現における 4 つの用法のうち、「形式的働きかけ」類(例13c) は、「要求性働き
かけ」類(例13a) や「依頼性働きかけ J 類(例13b) 、及び「働きかけ無」類(例13d) より学習
者が理解しにくいことが分かった。従って、学習者の立場から見れば、その場合の考察が必要にな
ると思われる。また、「てくれる」表現では、動作主の「意図性がなし、」場合(例14d、例14e) の
ほうが「意図性がある」場合(例14a、例14b、例14c) より、学習者にとって理解しにくいことが
分かった。従って、学習者の立場から見れば、「動作主の意図性の有無」による考察が必要になる
と思われる。
(l3a) (部下に)このままの状態が続いたら、辞めてもらうしかない。(要求性働きかけ)
(13b) 分からないところを先生に教えてもらった。(依頼性働きかけ)
(13c) (相手に道を尋ねられ)この道をまっすぐ行ってもらって、一番目の信号のすぐ手前にあ
ります。(形式的働きかけ)
(l3d) 今日は先生に褒めてもらった。(働きかけ無)
(14a) おばあちゃんは私を見ると抱きしめてくれた。(意図性有)
(l4b) 友達がお弁当を作ってくれた。(意図性有)
(l4c) 友達がドアを開けてくれた。(意図性有)
(14d) (試合を終えてコーチが選手たちに)よく頑張ってくれた。(意図性無)
(14e) 最近空気が乾燥していたが、今日は雨が降ってくれた。(意図性無)
②第 6 章 日本語「てもらう J 表現と中国語対応表現
日本語表現では、実際には話者から動作主に対する「働きかけ」がなく動作主が意図的に話者の
ために動作をしたのであっても、話者はまるで自分が動作主にお願いをし、「働きかけ」があった
かのように捉える(例15a、 15b) 。また、実際には話者は動作主に対して、「要求/命令」などの「強
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い働きかけ」をしたとしても、話者はその「要求/命令」の意を和らげ、まるで自分が動作主に対
してお願 L、をしたかのように捉える(例16a、 16b) 。更に、話者の働きかけが建前で形式的なもの
で、実際には動作主自身が実際の思恵の受け手で、話者がその，恩恵の受け手でもない場合において
も、話者はそれを自分と関係あることかのように捉え、そして、自分を動作主の行う動作の受益者
として捉える(例17a、 17b) 。例えば下記の例である。
(15a) 先生に褒めてもらった。(働きかけ無)
(15b) お爺さんに可愛がってもらった。(働きかけ無)
(16a) また遅刻したら、辞めてもらうしかな L 、。(要求性働きかけ)
(16b) 壊したら、賠償してもらいます。(要求性働きかけ)
(17a) この調子で頑張ってもらえればと思います。(形式的働きかけ)
(17b) 左に曲がってもらって、そのまま 20メートノレ行けば。(形式的働きかけ)
それに対し、対応中国語表現の場合、動作主に対する「働きかけ」の度合い/有無を事象のまま
で伝える傾向がある(例15a、例18a) 。まず、「依頼性働きかけ」の場合のみ、日本語表現と同じよ
うな捉え方をする場合がある(例18a) 。また、日本語表現のように「強い働きかけ」を和らげるよ
うに捉えることはない(例16a) 。そして、日本語表現のようになくても良い「形式的働きかけJ を
するような捉え方をしない(例17b) 。更に、実際には動作主に対する「働きかけ」があっても、そ
れを無視し、まるで動作主が自ら意図的に自分のために動作をしたかのように捉える(例18b) 。例
えば下記の例である。
(15a) 先生に褒めてもらった。(働きかけ無)
(中国語対応表現)老!市表拐了我。
(日本語直訳)先生が私を褒めた。
(18a) 姉に新しい服を買ってもらった。(依頼性働きかけ)
(中国語対応表現)我求姐姐拾我芙了新衣服。
(日本語直訳)姉に頼んで、姉が新しい服を買った。
(16a) また遅刻したら、辞めてもらうしかない。(要求性働きかけ)
(中国語対応表現)再返到，体就則干了。
(日本語直訳)また遅刻したら、辞めなさい。
(17b) 左に曲がってもらって、そのまま 20メートノレ行けば。(形式的働きかけ)
(中国語対応表現)向左特，走上20米就是了。
(日本語直訳)左に曲がって、 20メートノレ歩けば。
(18b) 母に本を買ってもらった。(依頼性働きかけ)
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(中国語対応表現)娼娼拾我芙了二円。
(日本語直訳)お母さんが私のために本を買った。
③第 7 章 日本語「てくれるJ 表現と中国語対応表現
日本語話者は実際に動作主がわざわさ意図的に話者のために動作をするかどうか、また、動作主
のする動作の話者との意味相関の深さがどうであるか、それから、物の移動があるかどうか、更に、
動作主が有情物か無情物か、などとは一切関係なく、動作主の動作を恩恵として、つまり、感謝の
気持ちをもって捉えでさえいれば、「てくれる」表現の使用が可能である。下記の用例が挙げられる。
(19a) おばあちゃんは私を見ると抱きしめてくれた。(意図性有・直接意味相関)
(19b) 友達がお弁当を作ってくれた。(意図性有・間接意味相関・物の移動有)
(19c) 友達がドアを開けてくれた。(意図性有・間接意味相関・物の移動無)
(l9d) (試合を終えてコーチが選手たちに)よく頑張ってくれた。(意図性無・有情物)
(1ge) 最近空気が乾燥していたが、今日は雨が降ってくれた。(意図性無・無情物)
一方、対応する中国語表現が表す話者の捉え方はどうなっているのだろうか。まず、「動作主の
意図無」類においては、中国語表現のすべての場合において感情抜きの捉え方をしている。つまり、
中国語話者は動作主の動作がわざわざ自分のためになされたことかどうかを重視し、そうでなけれ
ば自分の感謝などの主観的感情を表さない。例えば下記の例 (19d、 1ge) である。次に、「動作主
の意図有」類においては、動作主の動作が自分との意味相関によって、主観的感情を表すかどうか
を決める。意味相闘が深いほど、主観的感情を表しやすい(例19a) 。更に「間接意味相関」類にお
いては、物の移動があるかどうかによって、話者は自分の主観的感情を表すかどうかを決める。物
の移動があるほうが主観的感情を表しやすい(例19b、 19c) 。例えば下記の例である。
(19a) おばあちゃんは私を見ると抱きしめてくれた。(意図性有・直接意味相関)
(中国語対応表現)妨妨ー看到我 就把我抱住了。(動詞の意味合いにより)
(日本語直訳)おばあちゃんは私を見ると私を抱きしめた。
(19b) 友達がお弁当を作ってくれた。(意図性有・間接意味相関・物の移動有)
(中国語対応表現).朋友方我倣了便当。 (r受益者表示マーカー」により)
(日本語直訳)友達が私のためにお弁当を作った。
(19c) 友達がドアを開けてくれた。(意図性有・間接意味相関・物の移動無)
(中国語対応表現)朋友汗了円。
(日本語直訳)友達がドアを開けた。
(l9d) (試合を終えてコーチが選手たちに)よく頑張ってくれた。(意図性無・有情物)
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(中国語対応表現)干得漂亮!
(日本語直訳)よくやったね。
(1ge) 最近空気が乾燥していたが、今日は雨が降ってくれた。(意図性無・無情物)
(中国語対応表現)最近空宍非常干燥，今天鈴子下了一場雨。
(日本語直訳)最近空気が非常に乾燥していて、今日はやっと雨が降った。
④第 8 章 日本語「てやるj 表現と中国語対応表現
日本語話者は、自分のする動作と動作の受け手との意味相関の深さがどうであるか、物の移動が
あるかどうかなどとは関係なく、動作主のする動作を動作の受け手に対する善意や優しい気持ちを
もって表そうとすれば、「てやる J 表現の使用が可能である。一方、恩恵の伝達ではなく、話者の
強い意志を表す場合に使われる「てやる」表現もある。例えば下記の例 (20) である。
(20a) 子供がテストで L、い点数を取ってきたから、褒めてやった。(直接意味相関)
(20b) 子供にお弁当を作ってやった。(間接意味相関・物の移動有)
(20c) 私がドアを開けてやった。(間接意味相関・物の移動無)
(20d) (学校のライバノレに対し)今度こそ絶対に合格してやる! (強い意志)
一方、対応する中国語表現が表す話者の捉え方はどうなっているのだろうか。まず、「強い意志
の表出」類においては、動作主のする動作が動作の受け手と無関係であるため、中国語表現自体か
らは日本語のように、相手に対する「強い意志」といった主観的感情を事象に持ち込んでいな L 、。
例えば下記の例 (20d) である。また、動作主のする動作が動作の受け手との意味相関によって、
主観的感情を表すかどうかを決める。意味相闘が深いほど、主観的感情を表しやすい(例20a) 。次
に、「間接意味相関j 類においては、物の移動があるかどうかによって、話者は主観的感情を表す
かどうかを決める。物の移動があるほうが、主観的感情を表しやすいゆU20b 、 20c) 。
(20a) 子供がテストでいい点数を取ってきたから、褒めてやった。(直接意味相関)
(中国語対応表現)該子考了好分数，我表拐了他。(動詞の意味合いにより)
(日本語直訳)子供がいい点数を取ったら、私は彼を褒めた。
(20b) 子供にお弁当を作ってやった。(間接意味相関・物の移動有)
(中国語対応表現)拾該子倣盆仮。 (1受益者表示マーカーJ により)
(日本語直訳)子供のためにお弁当を作った。
(20c) 私がドアを開けてやった。(間接意味相関・物の移動無)
(中国語対応表現)我汗了日。
(日本語直訳)私がドアを開けた。
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(20d) (学校のライバノレに対し)今度こそ絶対に合格してやる! (強 L 、意志)
(中国語対応表現)迭次我一定考上!
(日本語直訳)今度私は必ず合格する!
上の三章をまとめると、日本語，恩恵、表現のほうは「てもらう J 1てくれる J 1てやる」といった補
助動詞の使用によって話者が感情付きの捉え方をしている。一方、中国語対応表現の場合は、全体
から言えば感情抜きの捉え方をする傾向があると言える。また、中国語対応表現が表す話者の感情
付きの捉え方は、本動詞自身の意味合い(伊n9a、例20a) や「受益者表示マーカー」の使用(例
19b、例20b) により実現される。
7. 今後の課題
本研究は当初から常に学習者への考慮を念頭に置き考察を行ってきたが、言語聞の対照研究を中
心としているため、学習者に対する調査は厳密に行っていない。また、本研究から得た結果の日本
語教育への貢献の可能性についても実際に検証していない。
そこで、今後の課題として、より厳密に日本語恩恵表現に関する調査票を作り、学習者の日本語
恩恵表現の使用実態を考察し、それにより得た結果を、本研究の対照研究から分かった結果と併せ
て、日本語教育の現場へ応用していこうというのが現在の考えである。
また本研究では、単に恩恵表現だけを考察したが、今後同じ理論観点が日中対照研究においてど
こまで適応するかを試していきたい。現在考えているのは、同じ理論観点からの受身表現や使役表
現に関する日本語と中国語の話者の捉え方の対照研究の可能性である。
論文審査の結果の要旨
本論文は、日本語教育において特に正しい用法の習得が困難とされる恩恵構文 (1テクレノレ」等
の授受補助動調を用いた構文表現)を対象に、テキスト分析の観点からその意味用法を明らかに
し、日本語のそれらに対応する中国語の「拾 (géi) J を中心とした対応表現と対照することによっ
て、両言語における近似の機能を有する表現間の異同を総合的・実証的に解明したものである。
日本語のd恩恵構文の先行研究は多いが、授受補助動詞が表すとされる意味機能や用法分類、その
習得難の原因の分析において、先行研究ではデータを日本語母語話者の内省に頼るものが多い。本
論文は、そういった先行研究を整理再検討した上で、当該の補助動詞の用法に関して日中それぞれ
の言語で書かれた小説やその翻訳など言語使用の実際の大量のコーパスデータをもとにし、また学
習者データなど習得上の観点も取り入れ、さらに近年の認知言語学における話者の事態把握のし方
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に着目した意味分析に基づき研究を行っている。そこに本研究の特色・意義があり、多くの新知見
を得ている。
具体的には、データの l つ「日中対訳コーパス J (北京日本研究センター2003) における授受補
助動詞表現の全てを分類分析することにより、「テモラウ」の「形式的働きかけ」型用法などこれ
まで先行研究になかった用法を指摘・特徴づけすることに成功している。さらに、中国語を母語と
する学習者への難易度調査の統計分析から、それら新発見の用法が他の用法とは有意に異なる個別
の用法で最も難易度の高いものであることを検証している。また、両言語の恩恵表現使用の統語・
文脈状況の分析から、両形式の根本的な違いを、意味を話者の捉えとする認知言語学の知見を援用
し、中国語のそれが客体事象内の動作主の思恵の意図を表すのに対して、日本語の授受補助動詞に
よるそれが事象に対する話者の感謝等の主観的な捉えを表す機能を有することを論じている。
関連する受動表現等を含めたより広い観点の考察など今後の課題として残る点もなしとしな L 、。
しかし、日中語両言語の豊富で多岐にわたるデータを網羅し学習者のデータも取り入れて検証した
点、さらに主観性に関する認知言語学的考察を行った点など、高く評価される。上に示した本論文
の新規性を併せて考えて、その成果は、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示すものである。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として
合格と認める。
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